
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　Blosolenoe 　and 　Bloenglneerlng 厂　Japan

188　　21i 目 H 会場

2H15 −5　　Ht・licobac’ter　pylori　urease に 対 す る い くつ か の

　　　　　　 天 然 型 抗体酵素

　 　　 　　 ○ 　　 　 　恵 丈　）r川 　1十「紀 1
”

fLII　 φ・
　 　 　 　 　 　 u 气．1．．1，lilL♪、、　千目乏口1（R｝srlつ

2H16 ．1　　コ ーヒー滓 を 坦 体 とす る 微 聖 物菌叢 に よ る

　　　　　　 生 ゴ ミ連 続 分 解処 理

　　　　　 ○粟」匚i 　L
’
IT／1
・

II ，成 木 　：lf’〆．”　木肩 　哲「Lk，L茅1冠 　！l「Nl；I

　　 　　 　 　　l丶呂 　 1閲 一

　 　 　 　 　 　 匚　 Il，　 ／丶1資 　’ 東 从 1 　 1
−LT一入 シ　 1

【目的】tlc・itcobitLJc’s　1，T’oet 　 l〃 ，
川 ノ〔〃 ，｝

’
」 冫ウ レ 7 一セ は 、〃 ρliθ rl の 胃 拈膜

へ の
’1肴に イ丶卩「穴 な酵 叡で 」うる 、，演 菖 らは 〃 PLi／）rt 「’ノレ ア

ー
セに 対 司る モ

ノ ツ 冂 　广 ル 抗 本27 輔類 創 1製 L た ガ Lモ の い く り か を 次ア己、冒小構造fll，9
十．11を 臼 ，た 糺果、い （ 冫か の 抗 体 1 婁削、触 媒 　ツ 組 残 怯襁構造力・存白 ξる

，’　 1“　t，｛ 1ね たttそ こ
．・、これ ら 1．’〕し・．「人然

湘
III姐体酵 牝

L．．．この †t　VLを 調

＼　“
【方 法 】抗体 の 　次 ’し購直1鱈 GI　l 〔 AhNl 〔C）xtotdxnolc ・ular 　Lld ｝を使1†1［ ・十FII／／
ti／ 「 、1欠い

．
⊂ DM い cr ［1［

’
k ，1 ［ r し キ　〃 最

’「・化 「．た、酵 ／tlC「『の II1
「lllllは 、

1］Llt　ll
’
Lft’中fil’亘ω 、 mN1 ｝こ一「き」丿b

’
LIJkへ

．
ノ エ ］

・
〔SVFLIDk ・〔・丶 RRIK1 卜NM 、 L）1

S，　d：uXl を k 応 fllllドと 25℃ 、リ 冫酸勧 lllr液 111 ⊂
」
tll，t’さ 1卜、ヘ ノ f ト の 濃 度喫化

411PL ｛ に よ nlrlJiL ヒ ，
【結果】 川 変傾域 に 触媒 　ツ ‘lr残 IIL様 構・ム4 多1 丿

1−lfl　’・］ 、イLt．．1，Lft・・  1

ら ，〃 Plil）〃Ll≡Casc 　L 辷口
．
る HpLi．9、お 疑M 【pU

．IS− lfa・1よ・／・　・，1
’
S・｝ 广．へ

月 卜騨 ｛に 嗣 る ；sA“ t 応 II式験ノi、喋 、　 iド⊂の 巨 ピl　 t ：れ よ Ctll・f1 ”−
IiLII

様・’、ビ 柑1’1・’1k 応 ノ ロ ノ ．’TIレを ・1、1 なが らヘ ノ fI・1，U「
’
tを冗 ↑ 1 分

ffl’1’．．庁　　： 」）［1・’t、　141
心

’
1〃覧牛勿を M 、、1「）T．1〔｝b一氏1ASS　I

．
角
／
1
’
トトI　L た 、L 一　つ　　多

：t／〆 ＼ ノ チ ［弓 广向1
’〕r斗t」tlか 確 1了齢き才1，r・　　］J，触媒 　ツ ｝III残 上

1長様構造 か rl｛1
1 〆n「止 十fF疋 さ〜「，UI31L に は 分角luく 」・〔tJilf］しな か ノニ Ul じミ配lr　fl 爿

1　，，　1　’　ttら、「’i　Il　fgi　［ト　L　H，1τ」I　I　「＿　tfi　レ
．丿　
『
　L　I　il｝L　　巳炉幽　1　　よ　

@
’き　1　1「〕t　　l　＼　｝iLfPtl卜ftlLlノ　，　il ［　ft

ト
1堕　事@　一｛　　　　　　　　ヒ　　　　　、　　t’　丿　尸ト　F1　「：　　　S　二　　@　　丿　「　　．　　〔　　」　「t　、　’　_　　

’
　； コ

ー1　 津にtt ゴミ．： 崩
糞
を添加し．〔． 　 剩廷川 4 コ ミ 処

理
機を用

． こ発酵 さ tri ． ． L ころ． 温 度
か
〜5 しまC’ L 冒「． こ の後緩や か に ト1 昇噂る

象が 舶 1 詑 された　疣 酵ll 、
∬型 が室温ま一

蔭
低 トした允酵 ．亅一 ピ ー淫を 『一丁

分解用σ刑1 宀：1匸 　L　
广
：　　彳勺60「 1し．水冫

t
をr ／しi：’　正　．　＿　 − 　t孛　5kgを， k「霞fL　YJlレ

・

Iフ＿へ 　『卩llS1−『．．周↓5し、　ニ オ L｝二i 季県108kg を川1流　；　：飛邑 ｝’「f
受
・
　
Dl1H

　t／t广
tt

ノ ’1−

　、気L卜V午幾を　　ト11　L　．　‘　、　　 ノ　−1　ミ　を　
　
1　1　11t　．f，」　

1
　fl＞トlil」ゴ　．．二　　　I　I　2　 〜　　〜　ky　を亅皇f．ヒし1t」

’　引，乏　ノ丶lp1」十’i’」 Ll
虫 L4

・制1 ｝乢’ 「〆ttlr9ト 1閊 5 逮￥処圭1rL武 　こ」・1 ’ll

　l111L 　“11 ］ ［1 に 答rL9 田1 − ［
一詩面 杰 け吐た　この 剤11貼／．1ミ 乖

以・1，1ユ6〔牌・［｛↑
［
｝　
I
　I　I　「ノ丿’

］　ヒ」　ミ
　
墾旦jlトll蔑1人1’奪牛勿1「「　：11　 1　1　｝kt」　　　な　　’た　　　イ1，1」11　1　「r

i 　　’．　　　’　ru ；十， t、・1，3LI・1　1rSkL・
　こ、P，’3 　r と、う・ttL　l．之ノ丶l　k．響　」　

　
二1、 t

；
．L　　F　．1 　

）

’fi ／ F ’・き ノ 1「 　拍誓こ才1 ノ 　こ ． ／ llllpllぱ4 〜 7 の川・： 少 軸Lt”　し
［、i 】 機酸・1・　・tI え気 う’ it ．　C　． t　，1 し，ヘー

　る1．，　 1 、 ！気J　il’vF．』のにめに｝、 段二 bl ［11正l
ll人 1 ぴ）p1111U ろ・函：｝＜・1呂：か

あるL ・℃〆． ・1 ［ t 二　
｛
ゴ、，III体

、
4
る

1一
　． t・’　「 ／pH一ご・ ．目　酸 但画破

〔11m丶1］を 111 いrl嗣 llL≧＋⊥、　lt’ に柯1菌ろ

lll ／・广rもの1 ［
Jkv ｛：

17［　．　Il」−　！kg プ　「1一コ　ミを」 上￥．
II
亅レノ＼L

’
L
　S 〔

，
ト1冒II1

う

ql ’ t
’
処
」
：V　f 」 、 　

『
：．h 、 I　lk． 内 容物LI［ llit6 〜llil 後こ 1（ 　・L　fl機酸tt，・ ，・

LはIlll 　 l こ h「m　” ． ’
，♪・
〕
II 川愛にt∫llえμ［，　It ⊥’． の ／ ．・lf　

， 1
［
， II ・11L贓に成

トI 　 L’⊥1烈・1・イ 、 1 ・1樹「　
　‘朝tt 微’ 1物田休Lbt ’

1
．
，

るr． 、劉 休

ﾉ 徊 ll ；IL を テ
1亅’1土 る一 二 kり・t　， LL た’i．1 　 t ／ ．丿 1111Fl万解か11

ヒになるこ．t ・1、峻1．’t．・， 丶atura且 cata 且 ｝ tic 　antiboCiies 　cleaving　of　the 　pep

de‘，f　Helicvbuc
r ’） ．1’lvri凵reasc 　OiIm 　Hrfui1 コ1，　Yuk
o 　Yamud、1、1 山／c ）

Uda 　CH1 「こ，、 hlm、L　I 】

t匸nl 、　 CRLSIりr 　lST ） し．
se貴 ulness 　 of　CI， 量Tec ．　Groロ “ds　as 　a 　Microb 西a

@Habitat 齒or

Garba 響eDegr 艮 dation 　〔）Mnkike 　〜へKK 、　、／／、111 ｝LLkl 　 N ，XR し 〜U」、　

t 、 u》、 1　KIM しRA、KatLio 　 、丶
AI 　

KL 口 TILt）OTTNI

・ 、 　 ／ IMi しLnd、　 ：1〔 ［VKev　wGrd 〜 　　JJノ ハ’‘〃r，　しlrea〜 e，　mon藍レ しlu−el1 ユ 11庄1bod A 　eatab ン［1L　dnlibt ）d ン Ke、 怫吐， rd 』　し｛〕 f 侮じydounds 、　m1 しmbMI 　I】a

tal 、　ps ． phat じbull じ ［

H16 − 2 マイ クロ

レ イ 技術を応 用した 　植
物病 原

菌検出方 法 O 北 i・ ・

E
主状rl，・卜原止 〔りf総研

　：中央農鮒）’，　　囘’i

i　　　彰トリ己　 ．， 　　 と； 一 も fti 　　 ⊥ 二 」

2Hl6 − 3 　　麹菌の環境 中における 生

存
性に つい て 　 　　　 　○ 楠本 　煮

　
　柴原　

ll
　
i

　木 伺　 彰ず L　te木　聡

　il 「「A・　IIL ’ 　 　　 　　　 〔 食 総 il ｝ D 【
目的 】 ilL ｛ ft

対 象微珪 物の存 在 の訂無の 判 断 には 、 1 ， ｛R か 汎用 さ ね て い る 、

の
方法で は ， 対象 に 対し 〔 そ れぞれ 1 セソ トずつの特畳的 フ ノイ マ ーを

意 す る必 要 眦がある 7r から、 ＄検体 ． 多対象 の検 出を 行 う ことか 容易

はない、 ま た ， 相当 する 断 尸「 の 増 幅で 判 定を行う 為 ，
増幅 断Hk

か｝！1 似している場合

断
定が困 ある　D丶Aマイノm1」，’　．・イを使ttj@dる

」
　　　［　＿P　　」L　　　〕　　L　　　　業　　　象　  @　　’1＿　＃勿　数　力、@多　　　　L　@〕」　弓　　　r ｝　　　C　　　書，　　I　I層】　ト時@　　　C　二

牛 ， t 　　 賢　 　　 日 ’ 」 　な 　検　t　l　i　カ　、 　　 冂 　F　侖 ヒ　　　匸　　♪ ｝　 る と
考
・、

t 物
検 出 川

7
レイの fl 　 hza ，，・ k ，Yt 験方 丁

C0iftll ・ tをtl 〕 た 、 モ
．
厂几 ケ ー X とし．匸植 物

1
で不 ）

病
腸囓 1噛

刔象とした。 【 方法及び結果】lf，i配列は微，［物の同定に仙用さ〜 L　7 ”　タ
ヘーべが整備 、丶オ1こL／る反1 軸．　凸

H
夕

， ， Jlil 島く ｛ 尽 ir さ 才 1 　こ t、る孟 ： b ！ 〕1 二 ．　 牛lj 異日 勺

己夕ll をS矍∬く’弓 る二とが困難な場含が考えられる　こし’）ため、より 識別 性の高い と匂えら オ1る　16S 』23S　IT ，7
領i 或　

［ S ．　 lnterna ］tTanscnbcd 、 pacer 　 reg ！on ｝
bt ら塩基 疊 L ：ケ

1
亅

か
特異 的 て あ／） 　 lm 趾 1 隻が均 　とな る擦な才リ

ヌケレオfト を 逮 択し ． そオ 1 そ れをフ
［」

− 7 ． 冒 ．こ
カノ

入 上に固定帚 ること C植物（で初

‘̂原 細 菌険1［1 川ブレ でを t ｛ 成L た， ユ こ＿ ヘー・ サ ル7ラ イマー一 し 1es　
nTSi 映 」 ・ セ を r

 
む 断

1’1 を 41 選 択 的に 増幅し蛍光色素て
の標識を tl

、 険 出lil ア レ r に厂 、
T．ノ Uタイ ス

tA．〔．ノ冂 一一フ 毎 い冫 ヴb レ を検
出
した ．尋 象微’ 1物を牡鷺 的に険 出す るた

の 方広 の 検 p ’ t を1 武み た
【
目的】麹菌 は 我 が

国
の重豊 な醸 造用微ノ i

Cあり 、 酵 S ，　， b ￥　tk と L て も利 用されて いるが、 環境中に お ける ， ［存

態等に つい『こ はほ と ん ど知見 がな t ／そ こ

、麹菌の 環境中にお ける ⊥存 性を検。・「
す7」　：L　．tし，よずi壌 い及び水道水中にお け る本菌の 消 1 《

調査し た 【方 法及 び 結果 】麹 菌と して
、Ast ） c ’ik’f〃u ，s 　 vrl 　 Ja

@NFR
［
IS99

よc ） ． 他 の糸 駄 累1 と の区別 や検山が容易 な 薬 剤〔ヒIJ ．尸アミン）

1’［桝 、を10株取得 Lた、、 ヰげ♪ lll で 、形態的に規株
ヒ同　と考／Lら才 1 る PTR − 1味

供II 氏菌 株．． ／ 一⊂使 ）11Lt ←・、 　 卜 壌 ‘ 月 lfl 少 ． 　

1 ）に リ L ・ ⊂、　オ　 ー ：・ ケレー　7 滅 菌の有無こ　桐 1 類の処 理 区を作成し

。L壌各5gをれ し付 きの7つベ ア 「
ソ

ク容器 にへ れ、 これ に円R ・ 1 株 の 胞r約1t
6個を接 種混 合後、軒く 弓 ・ ’ヒを   1 ： ！SC9 〔 lll 闘 保温L た ， ン

i

期的；’［ 壌を採取L ．無 菌
水
を
添1川し r 抽出1，，選 択tl1 地1に塗 痛後、　m現L ． たコ冂二　

を副 数 した 、 チの橸 果、麹菌は　 ‘ ll 問 、 供 J ， LL たト壌中 ． 〔’1 存

確認． ｝才 1た 一： 一れそtl 」・ 処 vvix 　 r 斌験期frSl 中に麹菌数の 変動か兒’
tlた． 圭た．回 分式培養 装置 「 10L ）に人殺菌 脚 ノ

k
通水を

51
人 れ， PIR −1株

胞 ［ 厂を 5Xl‘1¶ 凸1 接 種 「 ．， ，噂気
攪
拌し 　 ， ’ 2 〔）C 　L 培 養した。疋期的に

をtMlltL こ培 養後一 】 LL 一 故 を 引 数 し ’『」L ． ころ， 7 ［ ltl

ﾅ 菌 数 は 約4 分 の1 に 絨 ’レ した 後．約　 ， 月 間勹 t ，
が｛泊 1 ，1 ｛． 丶

才1 た ．このことから、 麹 菌は1壌環境中および水道水ll 杖，極めて qff門 か咼いことか明らか にな 丿た．現1ト、さ らに詳細な厂一 タを取得中： ある ⊂

Kcn ．1Lhl 　Ku、L1111ptO 　Yし〕 hk 〔，　Kllr由dr、l　f，lc 　Klmi！「d、　Salo、 h ：  u／u

、、 utakdMicroarray 　techno且ogy　for 　d6tection　of　 plant
　palhoge皿ic　bacteri

　Ottn 　lk｛） Klt邑

gawal　I　at、Lljl　Oh ：ru−． 　Kc｝11　 A／eganll 三、冂 1k ，、h

@Iwahash11　CIへ 【 ST， コNAR 〔 1、 Sur ▼ivability 　of 　koji 【nolds　i皿Ihe 　 ellvironment

@OKc11−1cill
KuNuniet 〔・、 t）hkD 　Ku−hura．　Tae　Klmura ，

d ［t）、 hl 　SuzukL 、　 Yut 、且k、置 　K・且、hlwと19i 　 Ndth 〕 n 匸d　ド （，od 　Rじ 、c、ユ「dl 　lm 、tllL：tc｝ Kcy　words 　　ml しroa叮ay． 　 d ¢1 じ

lon ，
　 pathe 旦 cnKey 　 wor 口s 　 k く り 崖


